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【考察】
有意差がなかった理由は、参加者と研究者の
学習のニーズに相違があり、看護の専門性が
具体的でなく教育の意図が伝わり難かったこ
と、勉強会が1回であったことである。藤村
ら³⁾は専門性機能の向上は遅延性が存在して
いると述べており、今回勉強会後1～2週間で
アンケート調査を実施した為、勉強会の内容
を実感する間がなかったと考える。しかし、
看護師としての業績を残せていないことから
専門性を示さなければならないという気付き
に繋がった。今後は教育体制の整備として、
回リハ病棟の役割についての基礎的な教育を
行うことが最優先と考える。
【結論】
回リハ病棟看護職の役割についての基礎的な
教育を行ってから専門的領域を選択的かつ継
続的に学習できる教育体制を整備することが
必要である。
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【研究背景】
A病院において回復期リハビリテーション(以
下、回リハ)病棟看護職のワーク・モチベー
ションについて調査した結果、ワーク・モチ
ベーション測定尺度の1因子「チーム協調へ
の関心」は独自のアンケートの「セラピスト
から移乗や経口摂取方法など日常生活援助に
必要な技術を積極的に学んでいる」と高い相
関があった。黒河内¹⁾によると、リハ看護の
専門性を提供できるための教育体制の整備の
必要性が挙げられている。そこで、看護職が
多職種連携チームの中で専門性発揮を目的と
した教育を行うことでやりがいに繋がる可能
性があると考えた。
【研究目的】
専門職同士の学習機会を作ることで回復期に
おける看護の専門性を見出すことに繋がり、
ワーク・モチベーションが向上するかを調
査・考察する。
【研究方法】
研究対象:A病院回リハ病棟の看護職 研究期
間:2021年5月17日～8月10日 介入方法:質問
紙調査・勉強会　測定用具:ワーク・モチ
ベーション測定尺度²⁾
【倫理的配慮】
A病院倫理委員会で承認を受け研究協力は自
由意志であること、アンケート結果は本研究
以外には使用しないこと、使用後は破棄する
ことを説明し、提出をもって同意とした。
【結果】
調査人数は介入前45名、介入後37名。質問紙
の回収率は100％、有効回答率は介入前
93.9％、介入後97.8％であった。介入前後の
ワーク・モチベーションをマン・ホイットニ
検定した結果、有意差はなかった。しかし、
「看護師として業績を残すこと」はP値0.067
であり、傾向があるという結果であった。
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